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前橋ユネスコ協会



前橋ユネスコ協会

《創立》 １９４９（昭24）年 ２月１８日

《設立》 １９６７（昭42）年 ３月 ２日

《会員》 約５０名（団体会員含）

《事業》 国際理解バス、外国料理教室、児童絵画展、寺子屋運動、

世界遺産視察研修、バザー、ユネスコスクール支援、

中国交流事業、インドネシア交流事業、群馬ユ連連携事業

《連携》 群馬県ユネスコ連絡協議会、前橋市国際交流協会

《特徴》 １９７４（昭49）～１９８８（昭63）当協会に青年部活動があった。

その青年部メンバーが、今も会員として事業に参画している。



中国との交流 その１（安徽省）

「論語に学ぶ」
1985（昭60）年、水沢利忠氏（県立女子大教授、
前橋市在住）を講師に５回シリーズで実施。そ
の後、月２回の勉強会。後年、「史記を学ぶ
会」として継続。 1992（平4）年、水沢教授叙
勲受賞記念講演会開催。

「葛新民中国画展」
水沢教授の紹介で、1984（昭59）年、安徽省出
身・中国画家・葛新民氏との交流が始まり、
1987（昭62）年、葛新民中国画展、1990（平
2）年、李山・葛新民二人展をそれぞれ前橋市内
で開催した。

 右の写真は、1987年「葛新民中国画展」



中国との交流 その１（安徽省）

 「日中書画芸術展覧」
1991（平3）年9月7～13日、花摘幹夫・河内君
平・葛新民各氏の合同展覧会を、中華人民共和国
安徽省博物館で開催。

 「第1回中国訪問団」
1991（平3）年9月４～11日、上海経由で訪中。安徽
省合肥市の展覧会準備、開幕式、交流会に参加し
た9名で対応。帰国は北京経由。

 右の写真は、1991年「訪中団メンバー」

 メモ；中華人民共和国の人口；１４億人・外務省、
建国1949.10.1、文化大革命1966～76（77終結宣言）、
日中国交正常化1972.9.26



中国との交流事業 その１（安徽省）

安徽省について
《人口》６７００万人
《面積》１３９，６００平方㎞
《歴史》
道教の創始者・老子、荘子の故郷。三国時代の
武将・曹操、周瑜を輩出。
《観光》黒い瓦と白い壁の屯渓老街、黄山

合肥市について
《人口》５３０万人
《面積》７，２６６平方㎞
《最近の情報》
「大きな田舎」から半導体企業の集まる「華や
かな都市」、「最先端サイエンス都市」などと
呼ばれる省都。

 右の写真は、1994年10月「黄山観光」



中国との交流事業 その１（安徽省）

「現代中国書画家作品展」開催
1991（平3）年10月16～21日、前橋市民会館
（前橋展）。同年12月16～22日、日中友好会館
美術館（東京展）を開催。
（同年9月に中国で開催した展覧会の内容で日本
の書画展を開催した。）

「中国書画家の受入れ」
上記作品展の書画家らを受け入れて、作品展開
催中に歓迎レセプションなど交流事業を行った。

 右の写真は、1991年「中国書画作品展」



中国との交流 その１（安徽省）

「安徽省使節団」受入れ
1992（平4）年1月21日、安徽省使節団が前橋を
訪問。歓迎会などで関係者と交流を行った。

「安徽省経済貿易友好代表団」受入れ
1994（平6）年4月20日、中国友好代表団が前橋
を訪問。歓迎会など交流を行った。

 右の写真は、1992年「安徽省使節団受入」



中国との交流 その１（安徽省）

「中国児童生徒書画展」
1994（平6）年10月25～13日、前橋市内の子供
達の作品と中国の子供達の作品の合同書画展を、
中国安徽省博物館で開催。

 「第２回中国訪問団」
1994（平6）年10月23～29日、北京経由で訪中。
安徽省合肥市の展覧会場で開会式に参加、その
後、交流会や学校訪問などを行った。訪中参加
者は15名。帰国は上海経由。

 右の写真は、1994年「合肥市書画展開会式」



中国との交流 その１（安徽省）

「前橋・合肥児童生徒書画展」
1995（平7）年6月28～30日、群馬県生涯学
習センターで書画展を開催。
（日本児童＝7校約120点、中国児童＝10校
約100点、中国書家＝約60点）

「合肥市文化教育代表団」受入れ
上記の書画展開催中に合肥市教育関係者や

書画家ら5名と交流を行った。

 右の写真は、1995年「前橋・合肥児童生徒書画
展」



中国との交流 その１（安徽省）

「三国志講演会」
1996（平8）年9月20日、中国に詳しい小説家・
伴野朗（ろう）氏を講師に、市内「煥乎堂」書
店ホールにて講演会を実施した。

「伴野朗先生と行く三国志の旅」
1996（平8）年11月1～10日、西安、成都、武漢、
三国志ゆかりの地を巡る旅に前橋ユネスコ協会
会員が参加した。メンバーは中尾彬、池波志乃
さんら13人で、訪問地の方々と交流をした。

 右の写真は、1996年「三国志の旅」



中国との交流 その１（安徽省）

中国安徽省合肥交流事業の終息
1995（平7）年6月開催の書画展のあと、交
流に陰りが出て以後交流は終息した。

 （原因）
中国側窓口に、外事弁公室が前面に出て、
経済活動目的がハッキリしてきたこと。

 （対策）
前橋側は、教育を視点とした交流を目指し、
子供たちの情報交換などを模索した。

 （結果）
日本からの工場進出の期待が強いことから、
交流は終息となった。

 右の写真は、1994年「天安門広場」



中国との交流 その２（大連）

 中国留学生との交流事業
1987年（昭62）年頃から、小濱一弘氏（群馬大
学教授、前橋市在住）に学ぶ医学部薬理学教室
留学生と前橋ユネスコ協会の交流が始まる。

 1990～2010年、小濱教授は毎年、大連医科大学
で講義を行う。

 1997年（平9）年、大連医科大学と群馬大学医
学部の研究提携締結。同年7月29日、大学関係
者との交流会開催。
群馬大学に学ぶ中国留学生や、卒業して帰国し
た留学生と交流が続く。

「外国料理教室」開催
1987（昭62）年から実施している事業であるが、
1991（平3）年以来、中国留学生との交流から、
中国料理を中心に開催している。

 右の写真は、「中国留学生家族との交流会」



中国との交流 その２（大連）

「第1回大連友好の旅」
2000（平12）年9月16～18日、募集した8名が
参加。大連医科大学と群馬大学医学部の研究提
携締結後、市民間の交流を模索し訪中が行われ、

施設見学や交流が図られた。

「大連交流」受入れ
2001（平13）年3月29日～4月5日、林原氏（大
連医科大学教授）ら2名を、前橋シティマラソン
参加に合わせ受入れ。以後、林原氏を2001年8
月、2002年8月受入れ、2003～2007年・2009年

に同マラソン参加で受入れしている。

 右の写真は、「大連医科大学入口ゲート」



中国との交流 その２（大連）

「第２回大連友好の旅」派遣
2005（平17）年7月24～27日、募集した8名が
参加。大連市民との交流や施設見学が行われた。

「大連交流（受入れ）事業」
2005（平17）年10月10日、大連医科大学学長ら
の３名が来日し、同日歓迎交流会を行った。

中華人民共和国遼寧省大連市の概況
人口；600万人、面積；12，574平方㎞
ロシア統治の歴史から街並みが美しく公園が多
い。観光は二百三高地、旅順口戦跡。瀋陽が近
い。産業は石油化学、設備製造、造船業など

 右の写真は、「旅順博物館（大連市）」



中国との交流 その２（大連）

「第３回大連友好の旅」
2015（平27）年5月30日～6月1日、かねてから
の懸案である記念桜の植樹について協議のため
大連を訪問。

「大連交流」受入れ
2016（平28）年10月18日、大連医科大学関係者
の来日により、歓迎交流会を行った。

「第４回大連友好の旅」
2017（平29）年5月12～15日、募集した8名が
参加。友好記念として大連医科大学構内に桜の
木を寄贈、植樹を行った。

 右の写真は、2017年「大連友好の旅」



中国との交流 その２（大連）

 中村宏氏の墓参
中国との交流を積極的に行ってきた中村宏氏が
2020（令2）年8月亡くなったことから、同年11月
8日、前橋市在住の留学生が、同氏が眠る永寿寺
（前橋市）において墓参を行った。

 大連との交流事業の今後について
群馬大学留学生との交流から始まった中華人民共
和国遼寧省大連市との交流事業は、顔の見える市
民との交流であることから、これからも交流の継
続が見込まる。

 右の写真は、「大連訪問時の様子」



インドネシアとの交流

 「インドネシア・バリ島児童絵画展」
1980（昭55）年10月、森宗平氏（淑徳大学教授、
前橋市在住）がパイプ役となりバリ島の児童画展
を市内で開催する。

 バリ島の研修生受入れ
上記児童画展に伴い、学校法人マドキン学園
理事長・マデオキンアディアナ氏及び幼稚園
教諭２名が、森教授宅で１月半滞在。

 県・市・報道機関の表敬訪問、公私幼稚園・
保育所など視察研修を行った。その際の補佐
役と交流会を前橋ユネスコ協会で行った。

 右の写真は、1980年「バリ島児童絵画展」



インドネシアとの交流

インドネシア共和国・バリ州
《人口》422万人、州都デンパサール市834千人
《位置》ジャワ島の東の島、面積５，６３２平方
㎞、最高標高アグン山３，１４２ｍ、
（インドネシア共和国は、人口2億7千万人）

マドキン学園ヤムーナ校
1980年創立。幼児教育が大切という考えにより幼
児教育からスタートした。以後、同学園は、小学
校、中学校を設置した。
《規模》
幼稚園40名、小学校250名、中学校150名（’17.9
現在）
《特徴》
日本やオーストラリア、近隣国との交流。インド
ネシアの伝統的な文化や芸能、芸術に力を入れて
いる。

 右の写真は、2011年「ヤムーナ校創立記念式典」



インドネシアとの交流

「バリ島訪問」
1981（昭56）年７月、当協会青年部3名が訪
問。教育交流、交歓会など文化交流を行った。

「バリ島親善訪問」
1982（昭57）年8月21～26日、前橋市教育長
メッセージを携えて相原会長以下14名で表敬
訪問。教育支援としてその後３名の教師を2
週間滞在させている。

 右の写真は、1981年「バリ島訪問」



インドネシアとの交流

「バリ州教育関係者」受入れ
1983（昭58）年７月、マスティカ氏らインドネシ
アの教育関係者4名を受入れ。教育施設視察や交
流、交歓会などを行った。

「バリ島親善訪問」
1984（昭59）年8月15～22日、前橋市内教育関係
者ら47名が、インドネシア独立記念日にバリ州知
事からの招待状を受けて訪問。

 右の写真は、1983年「インドネシア教育関係者の
受入」



インドネシアとの交流

「バリ州関係者」受入れ
1984（昭59）年11月、オカ氏らインドネシ
ア・バリ州総務部長ら4名を受入れ。表敬
訪問や交流、交歓会などを行った。

「バリ島教育関係者」受入れ
1985（昭60）8月1日、来日したアディアナ
氏を迎えて交流会を行った。

 右の写真は、 1984年「前橋市内教育関係者バ
リ島訪問」



インドネシアとの事業

「オカ家結婚式招待による訪問」
1992（平4）年11月、インドネシア・バリ州総務
部長のオカ氏（王家）の息子の結婚式に参加。表
敬訪問や交流、交歓会などを行った。

「バリ島親善訪問」
1995（平7）年8月26～31日、募集した11名で訪
問。表敬訪問や交流会を行った。

「バリ島教育関係者」受入れ
1996（平8）年5月23～25日、来日したアディア
ナ氏を迎えて交流会を行った。

 右の写真は2010年「修学旅行で来日のメンバーと
JR前橋駅前にて」



インドネシアとの交流

「交流事業の見直し」
マドキン学園の創立（1980年）当時からアディア
ナ理事長を含む関係者と交流がスタートした。以
後、同学園は、小学校、中学校を設置した。
同理事長は私立校の特色として、日本やオースト
ラリアとの交流事業を推進。

 同理事長には、日本からの経済的な支援の期待感
があることから、本人と話し合いをした。

 その結果、お互いに経済も含め平等を基本として、
長く付き合っていける草の根市民交流や、お互い
にユネスコ活動を進めていくこととなった。

 右の写真は、2013年「草津白根山訪問」



インドネシアとの交流

「その後の交流」
1999（平11）～2019（令元）年、参加者を募集
して、バリ島を訪問して交流をしている。ただし、
マドキン学園ヤムーナ校から修学旅行が日本に来
るときには、訪問しないこともある。

「インドネシア教育基金」
2002（平14）～ 2019（令元）年、毎年、児童生
徒1名の授業料を支援することとし、同校の図書
の充実なども支援する基金会計を前橋ユネスコ協
会内に創設。この間、18名の教育支援を行った。
2020（令2）年3月末で教育委員会の指導により基
金を清算した。

 右の写真は、2011年9月「教育基金で支援した児童」



インドネシアとの交流

「これからについて」
現在、コロナ禍で交流はネットのみだが、今後も
教育支援や交流を、前橋ユネスコ協会本会計予算
で行う。

 2009（平21）サーズ、2011（平23）東日本大震
災、ジャワ島やスラウェシ島地震、バリ島アグン
山噴火などもありました。これからも従来の交流
が出来ることを祈念しています。

～草の根的な市民交流を続けていく～

 右の写真は、2015年「マドキン学園ヤムーナ校幼
稚園児ら」



前橋ユネスコ協会・国際交流の歩み
年 インドネシア 中国 その他

11980(S55) 10月3名の研修生受入れ、絵画展 淑徳大・森宗平教授

21981(S56) 7月、表敬訪問（3名文化交流）

31982(S57)
8/21～26相原会長ら15名訪問
その後、2週間3名教育交流プログラム

41983(S58) 7月ｸﾄｩﾌﾞｷｱﾝ氏ら4名招請受入れ 葛新民来日 群馬県立女子大・水沢利忠教授

51984(S59)
8/15～22教育視察47名訪問

11月バリ州総務部長ら4名受入れ
葛新民中国画展（煥乎堂） （インドネシア初等教育義務化）

61985(S60) 8/1ｱﾃﾞｨｱﾅ氏受入れ 「論語に学ぶ」開始

71986(S61)

81987(S62) 6/26～29葛新民中国画展

国際交流促進講座
外国料理教室（中国）
「史記を学ぶ会」開始

91988(S63)
国際交流促進講座
国際理解バス（中国大使館）

101989(S64)

国際交流促進事業（同年、前橋市国際交流協
会設立）

8/9小浜氏大連講演会
林原氏来日
国際理解バス（中国大使館）

111990(H02) 10/5～11李山・葛新民二人展

121991(H03)

9/7～13日中書画芸術展覧/安徽

10/16～21日中書画芸術展覧/市内

9/4～11安徽省・合肥市訪問
国際理解バス（中国大使館）

131992(H04) オカ家結婚式招待で訪問 1/21使節団受け入れ 国際理解バス（中国大使館）

141993(H05)

151994(H06)
4/20経済貿易友好代表団受入れ

10/23～29中国児童書画展・視察団訪問
11/12外国青年交換研修会
阪神淡路大震災

161995(H07) 8/26～31訪問（田村他11名）
6/28～30日本前橋・中国合肥児童書画展・視
察団受入れ

171996(H08) 5/23～25ｱﾃﾞｨｱﾅ氏受入れ
11/1～10中国三国志の旅

9/20三国志講演会
エクアドル訪問

181997(H09) 7/29大連医科大学受入れ
（大連医科大学ー群馬大学提携）

10/25～26白川郷視察

191998(H10) 10/24～25奈良視察

201999(H11)
8/27～31ﾎﾞﾛﾌﾞﾄﾞｩｰﾙ経由で訪問（植原、小池
等）交流20周年式典参加

10/11～31エクアドル訪問

年 インドネシア 中国 その他

212000(H12) 9/16～18大連友好の旅8人

222001(H13) 7/8～9ｱﾃﾞｨｱﾅ氏受入れ(敷島幼稚園訪問）
3/29～4/5マラソン受入れ2人

8/17受入れ
教育基金制度化
ブラウス256着

232002(H14) 7/18～23 ｼﾝｶﾞﾗｼﾞｬ等見学（教育支援調印） 8/12受入れ
足長教育支援開始；
ｸﾞｽﾃｨ ｱﾕ ﾀﾞﾑﾌ ｳｨﾃﾞｨｱﾝﾃｨ 中２女子

242003(H15)
7/8～13ｱﾃﾞｨｱﾅ長男ﾔﾑｰﾅ結婚式出席、4名

6/14～30教育ﾌﾟﾗｻﾞで絵画展
4/23～5/2マラソン受入れ ｽｷﾞｱﾃﾞｨﾆﾔﾅ SUGI ADNYANA 中２男子

252004(H16) 7/1～6 ﾎﾞﾛﾌﾞﾄﾞｩｰﾙ、ﾌﾞﾗﾝﾊﾞﾅﾝ見学後訪問 4/21～21～30マラソン受入れ1名 ｽｷﾞｱﾃﾞｨﾆﾔﾅ SUGI ADNYANA 中３男子

262005(H17)

8/27～31 阿久沢ｸﾞﾙｰﾌﾟ訪問（4名）

9/1～6 別グループ訪問（5名）、児童絵受領
し、絵画展を市内公民館巡回

4/21～29マラソン受入れ

7/24～27大連友好の旅8人

10/10大連医科大学学長歓迎会

ｳｲﾃﾞｨｱ ﾚｽﾀﾘ 中２女子

10/1 バリ島テロ

272006(H18)

6/17～18ｱﾃﾞｨｱﾅ氏受入れ

7/3～23 ﾕｷ、祖母葬儀に須藤圭が出席、児童
絵受領
絵画展を市内公民館巡回

4/20～29マラソン受入れ ﾆﾙ ﾆｺｻﾘ 小６女子

282007(H19)
8/28～9/2 樺澤グループ3名訪問
絵画展を市内公民館巡回

4/20～26マラソン受入れ ﾆﾙ ﾆｺｻﾘ 中1年女子

292008(H20)
7/2～7阿久沢グループ6名訪問
ｂａｌｉ～ｙｏｇｊａ経由、市内で絵画展

ﾏﾃﾞ ﾉﾙﾃﾞｨｱ ｻﾌﾟﾄﾗ 中1年男子

302009(H21)
6/28～7/1江口理事訪問
ﾏﾄﾞｷﾝ学園創立３０周年祝辞送付

4/23～28マラソン受入れ
サーズにより5/22～24大連訪問中止

ﾏﾃﾞ ﾉﾙﾃﾞｨｱ ｻﾌﾟﾄﾗ 中2年男子

312010(H22)
6/14～25アディアナ他修学旅行で来日、6/20
赤城山ツアー（21名）

ﾏﾃﾞ ﾉﾙﾃﾞｨｱ ｻﾌﾟﾄﾗ 中3年男子

322011(H23)
9/23～10/1阿久沢ｸﾞﾙｰﾌﾟ5名訪問 yogya経
由～bali 理事長交替

ｲﾀﾞ ﾊﾞｸﾞｰｽ ﾄﾞｨｼﾞｬﾌﾟﾄﾗ 中２年男子
3/11東日本大震災

332012(H24)
9/27～10/1阿久沢ｸﾞﾙｰﾌﾟ６名訪問、3月校舎焼
失見舞い

ｲ ﾏﾃﾞ ｱﾚﾝ ｽｷﾞﾔﾏ 小５年男子

34 2013(H25)

5/9～5/12アディアナ家族５名受入れ

9/8～9/29阿久沢訪問（出家式）

9/23～9/29須藤ほか３名訪問
ｶﾃﾞ ｱﾙﾔ ｳｨﾗﾅﾀ 中２年男子

12/4アジア共同体学校（釜山）訪問

352014(H26)
バリ交流３５周年

11/12～17（７名）訪問
ﾔﾇ ﾃｨﾙﾀ 中１年男子

362015（H27) 9/8～17（２名）訪問、ﾊﾞﾝｺｸ経由 5/30～6/1大連訪問
ﾔﾇ ﾃｨﾙﾀ 中2年男子

12/6～13カンボジア・ベトナム訪問

372016（H28) 9/24～29（４名）訪問 10/18受入れ（歓迎会） ﾆﾛ ﾌｧﾝﾃﾞ ｶﾙﾃｨｶ ｻﾝﾃｨ ﾔﾆ 中２女子

382017（H29)
9/23～29（６名）訪問、ｱﾃﾞｨｱﾅ（1月死去）弔
意

5/12～15大連友好の旅8人
ｳｨﾗ ﾌﾟﾄｩ ﾗｱﾙﾀﾜﾝ ﾃﾞﾜｸﾞｯﾃﾞｨ 中１男子
カンボジア受入れ

392018（H30 10/4～11（５名）訪問、ｸｱﾗﾝﾌﾟｰﾙ経由 ｲﾀﾞ ｱﾕ ﾆｮﾏﾝ ﾃﾞｨｱ ｱｽﾃｨ 中１年女子

402019（R元） 5/14～26（２名）訪問 ｶﾃﾞ ﾊﾟｾ ｱﾃﾞｨｯテｨｱ グナ 中３年男子

412020（R２） 3月末教育基金清算、新型コロナウイルス

422021（R3） 新型コロナウイルス



～ご清聴ありがとうございました～

お互いに、健康に気をつけて

ユネスコ活動を続けて

いきましょう！！

～前橋ユネスコ協会～

ジンバランの夕陽（バリ島西側）


